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②広域的な観光周遊に支障
○長門市・萩市には優れた観光資源が多数存在し、年間100
万人近くの県外観光客が来訪。（図２）

○下関市では、九州方面から約90万人の観光客が訪れている
が、長門市・萩市では20～30万人程度に留まる等、広域的
な観光周遊に課題。（図２）

①産業の活性化
②観光復興の促進
③救急医療の速達性・確実性の確保
④交通安全の確保
⑤災害時に強い道路ネットワークの確保

３．政策目標

１．当該地域の課題 ２．原因分析

国道１９１号山陰道（三隅～長門）における計画段階評価

③迅速な救急医療活動に支障
○長門市における救急搬送は、病院収容までに30分以
上を要する割合が約８割を占めており、今後高齢化
の進展により、搬送件数の増加が想定される中、救
急医療活動における円滑化・迅速化が課題。（図３）

④多発する死傷事故
○沿線では死傷事故率が全国平均値（46.4件/億台キロ）
を上回る箇所が14箇所存在し、安全性に課題。（図４）

⑤災害時における緊急活動に支障
○緊急輸送道路である国道191号や国道316号で通行止めが
発生すると、大幅な迂回を強いられる等、救命・救急活
動や緊急活動に支障をきたすことが懸念される。（図５）

図７ 三隅～長門間における事故類型

図４ 全国平均死傷事故率以上の事故発生箇所

④追突事故の多発
○信号交差点や沿線施設・農地への出入りに起因す
ると思われる追突事故の割合が全国平均と比べ高
く、発生する死傷事故の大半を占めている。（図７）

①物流効率性・確実性の低い道路ネットワーク
○高速道路ネットワークが形成されていないため、仕入や出荷などにおいて輸送時間を要し、
更に事故や災害等による通行規制の影響を受けやすく、企業活動への支障となっている。

⑤災害に対し脆弱な道路ネットワーク
○沿線には土砂災害警戒区域や洪水時浸水想定
区域など防災上脆弱な箇所が存在する。
（図８）

○長門市内に向かう幹線道路の多重性は低く、
災害時や事故発生時の代替路が確保されてい
ない。（図８）

①地域産業の活性化に支障
○水産業や仙崎かまぼこに代表される食料品製造業が盛んな
長門市では、全国に向けて水産品や水産加工品を出荷して
おり、地域産業の活性化のため、物流の効率化が課題。
（図１）

図１ 水産加工品の入出荷の状況

図２ 下関市・長門市・萩市の県外観光客内訳

図３ 長門市の病院収容時間別の救急搬送人員

図５ 湯本地区～長門市役所間の迂回状況

迂回時
時間︓約48分
距離︓約41km

通常時
時間︓約7分
距離︓約5km

資料︓ITARDAデータ（H29〜R2）

図６ 高次医療機関と道路ネットワーク

②観光周遊性の低い道路ネットワーク
○山口県北部の観光周遊に資する高速道路ネットワ
ークが形成されていないため、観光客が県北部ま
で周遊せず、地域のポテンシャルを十分に活かす
ことができない。（図２）

③救急搬送時における速達性、確実性を
備えた道路ネットワークが未整備

○医療空白地から長門市中心部へアクセスする速達
性のある道路ネットワークが不十分。（図６）

○山口県北部には第３次救急医療機関がないため、
重篤患者への対応は県南部の医療機関への搬送が
不可欠だが、速達性、確実性の高い道路ネットワ
ークが未整備。（図６）

図８ 沿線の災害リスク

注）急傾斜警戒区域、土石流警戒区域が集中する湯本地区が通行止め
になった場合を想定

長門市
救急搬送人員

1,641人
（令和２年中）

関門医療センター

＜凡例＞
：第二次救急医療機関
※長門市内のみ
：第三次救急医療機関山口大学医学部附属病院
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写真１ 道路被災状況（冠水）

長門市消防本部管内

下関市
美祢市

宇部市

山口市

山陽小野田市

萩市

長門市

み す み な が と

凡 例

対象区間

直轄国道

補助国道

主要地方道

一般都道府県道

市街地・集落

死傷事故率全国平均以上箇所
(46.4件/億台キロ)

11%
3%

4%

2%

4%

34%

76%

25%

4%

13%

4%

12%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国
（1,593,181件/4年）

国道191号・316号
下関長門線
（45件/4年）

■人対車両 ■車両単独 ■正面衝突 ■追突

■出合頭 ■右左折衝突 ■その他車両相互
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追突事故の割合が8割

凡 例

対象区間

直轄国道

補助国道

主要地方道

一般都道府県道

凡 例

市街地・集落

洪水時浸水想定区域

急傾斜地崩壊警戒区域

土石流警戒区域

要防災対策箇所

資料︓洪⽔浸⽔想定区域︓⼭⼝県⼟⽊建築部河川課公表資料
急傾斜地崩壊警戒区域、⼟⽯流警戒区域︓⼭⼝県⼟砂災害警戒区域等マップ
要防災対策箇所︓道路管理者提供データ

資料︓令和3年度 消防防災年報
（⼭⼝県防災危機管理課 ）

⻑⾨市における救急
医療機関は、全て
市内中⼼部に⽴地

30分以上
が約８割

三隅～長門

：かまぼこの主要な製造拠点※

※長門市に本社を置くＦ社の工場。F社は日本
の練り製品売上全国５位（2020年実績）の
長門市を代表する企業

山口・
広島以東
方面へ

下関・九州
方面へ

約４割を九州へ出荷

約６割を⼭⼝・
広島以東⽅⾯へ出荷

Ｎ

資料︓令和3年⼭⼝県の宿泊者及び観光客の動向
（⼭⼝県観光政策課 ）

九州⽅⾯から⼭⼝県
北部まで周遊しない
九州⽅⾯から⼭⼝県
北部まで周遊しない

【下関市・長門市・萩市の県外観光客内訳】



産業の活性化 ①
九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支える道路
（下関市～萩地方卸売市場の広域物流の速達性）

○
下関市から萩地方卸売市場への速達性が向上
（現況に比べ萩地方卸売市場まで約20分短縮）

○
下関市から萩地方卸売市場への速達性が向上
（現況に比べ萩地方卸売市場まで約19分短縮）

②
長門市中心部に位置する農水産加工品の生産拠点等との
アクセス性に優れ、地場産業を支える道路
（下関市～仙崎漁港へのアクセス性）

×
中間ICがないため、下関市から仙崎漁港へのアクセス性は向上しない
（現況に比べ約6分短縮）　※三隅～長門以外の効果

○
長門市北部への中間ICを設置するため、下関市から仙崎漁港へのアクセス性が向上
（現況に比べ約16分短縮。信号交差点12箇所回避）

観光振興の促進 ③
九州･下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れる道路
（下関市～観光拠点（萩市）の広域観光周遊の速達性）

○
下関市から観光拠点（萩市）への速達性が向上
（現況に比べ約20分短縮）

○
下関市から観光拠点（萩市）への速達性が向上
（現況に比べ約19分短縮）

④
長門市の観光拠点（仙崎）とのアクセス性に優れる道路
（下関市～観光拠点（仙崎）へのアクセス性）

×
中間ICがないため、観光拠点（仙崎）へのアクセス性は向上しない
（現況に比べ約6分短縮）　※三隅～長門以外の効果

○
長門市北部への中間ICを設置するため、観光拠点（仙崎）へのアクセス性が向上
（現況に比べ約16分短縮。信号交差点12箇所回避）

救急医療の
速達性・確実性の確
保

⑤
長門地域の医療拠点への速達性・確実性が確保できる道路
（救急医療機関が立地する長門市中心部への安定搬送）

×
中間ICがないため、長門市中心部への代替路とならず、
救急医療機関への安定搬送が確保されない

○
長門市北部への中間ICを設置するため、長門市中心部への代替路として機能し、救急医療機
関への安定搬送が確保

交通安全の確保 ⑥ 事故が少なく安心して走れる道路 ○
バイパス整備により通過交通が転換し、安全性が向上
(死傷事故率全国平均以上の箇所を14箇所回避）

○
バイパス整備により通過交通が転換し、安全性が向上
(死傷事故率全国平均以上の箇所を14箇所回避）

災害時に強い
道路ネットワークの
確保

⑦ 災害時の救援物資輸送など地域支援に有効に機能する道路 × 中間ICがないため、長門市街地への代替路としては機能しない ○ 長門市北部への中間ICを設置するため、長門市街地への代替路として機能

環境への影響 ⑧ 自然環境への影響 △ 重要な自然環境を概ね回避するため、自然環境への影響は小さい △ 重要な自然環境を概ね回避するため、自然環境への影響は小さい

⑨ 生活環境への影響（地域分断） ○ 山側に回避することで地域分断は発生しない ○ 山側に回避することで地域分断は発生しない

⑩ 移転等が必要な家屋 ○ 少ない × 多い

工事の影響 ⑪ 工事中の交通規制の影響 △ 新設での道路整備となるため、工事中の現道における交通規制の影響が少ない △ 新設での道路整備となるため、工事中の現道における交通規制の影響が少ない

建設費 ⑫ 建設に要する費用 ○ 約４５０～５００億円 △ 約５００～５５０億円

○：改善／影響がない　△：一部改善／少なからず影響が出る／他案に比べ多少劣る　×：課題が残存又は他案に比べ大きく劣る／影響が大きい

評価のポイント

【案①】全線バイパス案
（最短ルート）

【案②】全線バイパス案
（長門市北部への中間IC設置）

延長約8km　設計速度80km/h
【自動車専用道路】

延長約10km　設計速度80km/h
【自動車専用道路】

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・
改
善
点

配
慮
す
べ
き
点

生活への影響

評価項目
番
号

対応方針(案)：案②による対策が妥当

国道１９１号山陰道（三隅～長門）における計画段階評価
み す み

【計画概要】

・路線名 ：一般国道１９１号

・区間 ：山口県長門市深川湯本～山口県長門市三隅中

・概略延長：１０ｋｍ

・車 線 数：２車線

・設計速度：８０ｋｍ/ｈ

・概ねのルート：図９ 案②の通り

な が と

（単位：ｍ）

土工部 橋梁部 トンネル部

４．対策案の検討

■地域の要望等
・R 3年 8月 山陰道長門・下関建設促進期成同盟会

が国土交通省に事業化要望
・R 3年11月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 4年 4月 山陰道長門・下関建設促進期成同盟会

が国土交通省に事業化要望
・R 4年 6月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 4年 8月 山陰道長門・下関建設促進期成同盟会

が国土交通省に事業化要望
・R 4年11月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 4年11月 山陰道長門・下関建設促進期成同盟会

が国土交通省に事業化要望
・R 5年 2月 山口県知事、山陰道長門・下関建設促進期成

同盟会が国土交通省に事業化要望

■計画段階評価、都市計画決定の状況
・H27年 4月：第1回_中国地方小委員会（優先区間絞り込み）
・H30年 2月：第2回_中国地方小委員会（計画段階評価着手）
・H30年12月～H31年1月：意見聴取（第1回）
・R 3年11月：第3回_中国地方小委員会
・R 3年12月～R4年2月：意見聴取（第2回）
・R 4年7月：第4回_中国地方小委員会（計画段階評価完了）
・R 4年8月：対応方針（概略ルート・構造）の決定
・R 5年2月：都市計画決定・告示

（参考）当該事業の経緯等

凡例

一般国道

主要地方道・一般県道
市街地

住宅団地

小・中学校・高校
公共施設・病院

変電所

主要観光施設
公園

ダム

保安林

山頂

【標準横断図】

図９ 当該地域のおける対策案検討

凡例
急傾斜地崩壊警戒区域

土石流警戒区域

洪水時浸水想定区域

要防災対策箇所

死傷事故率全国平均以上箇所（51.0件/億台ｷﾛ）

事故による通行止め発生箇所（H23～R2）

事故による通行規制発生箇所（H23～R2）

死傷事故率全国平均以上箇所（46.4件/億台ｷﾛ）

事故による通行止め発生箇所（H24～R3）

事故による通行規制発生箇所（H24～R3）
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